
v2.8 Evoko Home: Microsoft Entra の準備

Evoko Home を M365 に正しく接続するには、次の [4] セクションを完了して、必要な情報をすべて収集する必要
があります。これらの箇条書きは、各ステップで収集する情報を分類したものです。この準備を完了するには、
M365 グローバル管理者である必要があります。

1. Microsoft アプリの登録
◦ アプリケーション (クライアント) ID (Evoko Home ウィザードで必要)
◦ ディレクトリ (テナント) ID (Evoko Home ウィザードで必要)
◦ シークレット値 (Evoko Home ウィザードで必要)
◦ オブジェクト ID (エンタープライズ アプリ) (Power Shell で必要)

2. アプリへの API アクセス許可の追加
◦ User.Read.All
◦ Group.Read.All

3. グループの作成
◦ リソース グループ オブジェクト ID (Power Shell で必要)
◦ 送信者グループ オブジェクト ID (Power Shell で必要)

4. 主要な Power Shell コマンドセクション

1: Microsoft アプリの登録

このセクションの最後には、Microsoft で Evoko Home の構成を進めるために必要な 4 個の値が得られます。

• アプリケーション (クライアント) ID
• ディレクトリ (テナント) ID
• シークレット値
• オブジェクト ID

1. Microsoft 管理者アカウントを使用して Microsoft Entra 管理センターにログインします。
2.   アプリケーション に移動し、アプリ登録 に進みます。
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3. ここで、Evoko Home を Entra のアプリケーションとして登録します。+ 新規登録 オプションを選択します。
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4. アプリケーションの名前を入力し、[登録] オプションを選択します。
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5. アプリケーションが作成されると、概要ページが表示されます。後で Evoko Home を Microsoft 365 に接続する
ときに必要になるので、Application (client) ID とDirectory (tenant) ID を書き留めておいてください。

6. 次に、これの[証明書とシークレット] に移動してクライアント シークレットを構成します。
※「アプリの登録」→「すべてのアプリケーション」→先ほど作成した「Evoko Home v2.8 APP Registration」を選択
すると、以下の画面が表示されます
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8. 新しく開いたウィンドウに必要な説明を入力し、有効期限を設定します (シークレットは Evoko Home が機能す
るために有効である必要があります。期限が切れると、Microsoft から Evoko への会議の同期が停止するため、期
限切れのクライアント シークレットを新しいものに置き換えて、Microsoft に再度認証する必要があります)。
[追加] を押します。

7. [+ 新規クライアント シークレット] を選択します。
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9. シークレット値をコピーします。これは後の手順で必要になります。

10. 次に、左側の列の [エンタープライズ アプリ] に移動し、前の手順で作成したアプリを検索します。
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11. アプリのプロパティに移動してオブジェクト ID を見つけます (これは、アプリの登録ページに関連付けられて
いるオブジェクト ID とは異なります)。このオブジェクト ID を、前の手順のアプリケーション (クライアント) ID 
およびディレクトリ (テナント) ID とともに保存します。これは、次の手順で Exchange Powershell で使用するた
めに必要になります。

12. これで、以下の [4] の値がメモされているはずです。 以下4つの値をメモしましたら、次の API 権限の追加に
進みます。

◦ アプリケーション (クライアント) ID
◦ ディレクトリ (テナント) ID
◦ シークレット値
◦ オブジェクト ID



セクション 2: API 権限の追加

このガイドの最後までに、登録したアプリケーションに次の2つの権限が追加されます:

• User.Read.All
• Group.Read.All

1. アプリ登録ページで API 権限に移動します。
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2. [+ アクセス許可の追加] をクリックし、[Microsoft Graph] を選択します。



3. [アプリケーションのアクセス許可] を選択します
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4. これにより、アプリケーション アクセスのアクセス許可の一覧が開きます。「User.Read」を検索し、
User.Read.All をマークして、[アクセス許可の追加] をクリックします



5. 同じ手順をもう一度繰り返しますが、「Group.Read」を検索し、Group.Read.All をマークして、[アクセス許
可の追加] をクリックします。
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6. 組織の管理者の同意を付与します。



セクション 3: グループの作成

1. グループ に移動します。
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2. 新しいグループを選択します



3. グループの種類は Microsoft 365 で、メンバーシップの種類は割り当て済みです (任意の名前と説明を選択でき
ます)。[作成] をクリックします。
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4. 次に、Evoko Home に追加する部屋をこのグループに追加します。これを行うには、前の手順で作成したグループ
の名前を検索し、グループを選択します。

Microsoft 365を選択



5. 左側から [メンバー] をクリックします
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6. [+ メンバーの追加] を選択します



7. Evoko Home と Liso で使用する部屋を選択し、選択を押して追加します。この演習では、3 部屋を追加します。
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8. これでグループが作成され、リソースが追加されました。リソース グループオブジェクト ID をメモします。
このオブジェクト ID は、後でサービス プリンシパル セクションで使用します



9. 送信者グループの作成: Session3の１～8の手順で再度「送信者グループ」を作成します。１～８では部屋を追加
しましたが、ここでは、Evoko Home で電子メール通知を送信するために使用するユーザーを追加します。 (この
目的のために、メールボックスを持つ専用ユーザーを作成することをお勧めします)。完了したら、[作成] を押しま
す。リストにユーザーが表示されます。この送信者のメールアドレスは後で登録に使用します。
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10. 送信者グループのオブジェクト ID もメモします。これは、後でサービス プリンシパルの作成セクションで
必要になります。

Office365を選択

グループ名をSenderと分かるようにする

作成後はグループユーザーに
メール送信用のアカウント
を追加する



セクション 4: Power Shell でのサービス プリンシパル

1. Powershell を管理者として起動して Exchange Online に接続します。
◦ 「Set-ExecutionPolicy RemoteSigned」と入力し、キーボードで Enter キーを押します。
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2. 「Y」と入力し、キーボードで Enter キーを押します。
◦ Enter キーを押します

3. 「Connect-ExchangeOnline -UserPrincipalName user@domain.com」と入力します (管理者のメール アドレスを
user@domain.com に置き換えます)
◦ Enter キーを押します



4. グローバル管理者アカウントにログインします

5. 認証されると、次のようなウィンドウが表示されます。
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6. 以下のコマンドを実行して、サービス プリンシパルを作成します。AppID を、Evoko Home に登録したアプリ
ケーションの AppID に置き換えます。また、ObjectId を、登録の Enterprise AppObjectID に置き換えます。
DisplayName は任意の名前にすることができます。
◦ New-ServicePrincipal -AppId <<AppId>> -ObjectId <<AppObjectId>> -DisplayName "Some Display Name“

Enter キーを押します

8. 次に、送信者グループの管理ロール割り当てを作成します。AppID を、Evoko Home に登録したアプリケーション
の AppID に置き換えます。また、SenderObjectID を、前のセクションの手順 9 で作成した送信者グループ オブジェ
クト ID に置き換えます。
◦ New-ManagementRoleAssignment -App <<AppId>> -Role "Application Mail.Send"-RecipientGroupScope
<<SenderObjectID>>

Enter キーを押します

7. 次に、リソース グループの管理ロール割り当てを作成します。AppID を、Evoko Home に登録したアプリケーション
の AppID に置き換えます。また、CalendarObjectID を、前のセクションの手順 8 で作成したカレンダー グループ オブ
ジェクト ID に置き換えます。
◦ New-ManagementRoleAssignment -App <<AppId>> -Role "Application Calendars.ReadWrite"-
RecipientGroupScope <<CalendarObjectID>>

Enter キーを押します

9. これで完了です。これで、Evoko Home のインストールと構成に進むことができます。
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v2.8 Evoko Home の インストール

M365 の設定が無事完了しましたら、Evoko Home v2.8をインストールします。
既にｖ2.8以下のEvoko Homeがインストールされている方は、ｖ2.8をダウンロードしてインストーラーを
Windows Serverのデスクトップに保存してください。

Evoko Home 2.8のインストーラーは https://www.biamp.com/support/downloads#0 から取得可能です。

Copyright 2013-2020 Biamp Systems http://support.biamp.com/

インストーラーをダブルクリックすると、以下の画面が表示されます。
I agree・・・の部分にチェックを入れて、Installをクリックします。

インストールが開始されると、以下のようなProgressバーが表示されます。

1: インストールマニュアル



Evoko Home Setup Wizardが表されます。Nextをクリックします。
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Evoko Homeをインストールするフォルダを指定する。



MongoDBの設定をします。以下の設定項目は、以前にEvokoHomeをインストールされた時の
情報が表示されております。一度、確認してNextを選択します。
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これでEvoko Homeをインストールする準備が整いましたので、Installボタンをクリックします。



Evoko Home のインストールが開始されます。 インストールには2－3分程度かかります。
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これで完了です、Finishを選択します。



Restartを選択します。
こちらを選択すると、Windows Serverが再起動しますので、ご注意ください。
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Windows Serverの再起動後に、これまで通りEvoko Homeにアクセスします。
Evoko HomeがV2.8になっていれば完了です。

V2.8



Evoko Liso （端末）の 2.8へのアップグレード

以下のサイトから、Liso Device Upgrade （v２.８.0 )をクリックしてZipファイル取得します。
https://www.biamp.com/support/downloads#0

※Evoko Liso は右イメージの本体の事です。
販売した時期で名称が違うかもしれません。

※Evoko LisoとWifiで接続している場合は、
可能であれば、有線LANに変更して、
FirewareのUPを行ってい頂ければと思います。

Evoko Home 経由で Evoko Liso ファームウェアをリモートで更新する

Evoko HomeのGlobal Settingsで以下の部分がRemoteになっていることを確認する。
Remoteの場合は、新しいLisoのFirmwareをインターネットから自動でダウンロードします。
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Evoko Homeの画面に戻り、Firmware Check をクリックすると、以下の様な表示が出ます。Confirmで次に進みます。

ダウンロードしたファームウェアはサーバー上の以下のディレクトリにインストールされます。
Windows - C:¥Program Files¥EVOKO¥EvokoHome¥liso_files¥
Linux - /home/$USER/Evoko Home/liso_files/

注意
以下のフォルダの画像において、赤で示したLisoのFirmwareと青で示したFiwareが存在しています。どちらも
Version2.8ですが、末尾が１５と２１があります。現在の最新版は２１です。この資料を制作時は１５でしたので、
現状は２１をご利用ください。
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Firewareの項目の ボタンを押す。
押すと、 のようなマークになります。

その後、 のようなマークになります。

以下の様な表示が出ます。OKで次に進みます。

約１０分ぐらい経過すると、Evoko Lisoが正常に再起動を終え、Version 2.8で使用できるようになります。
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Booking System（M365）の移行

古いVersionで使用していたEvoko Homeから新しいEvoko Home v2.8に移行に伴い、Microsoft Entraで登録した
Evoko HomeのAPP情報も新しい方へ更新します。Microsoft Entraにアクセスし、アプリの登録から、全てのアプ
リケーションで “Evoko” 等で検索をかけると今回追加したEvoko Home と前回追加したEvoko Homeが表示される
かと思います。

今回のVersion UPで作成したEvoko Home アプリ過去のVersion UPで作成した新しいEvoko Home アプリ

古いEvoko Homeのアプリを選択して、削除を選択します。
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アプリの登録を削除の画面等が表示されますが、そのまま削除を進めてください。



以上で、全行程が完了です。

次に管理者でEvoko Homeにアクセスします。ここでは、古いVersionで使用していたEWSでの接続からMicrosoft 
Graphを用いての接続方法へ登録を移行します。
Evoko HomeのGloble Settingsへアクセスし、API Migration for Booking SystemのMigrationを選択します。

ここで、これまでの登録で取得した以下の情報を
それぞれコピー＆ペーストで記入していきます。

・アプリケーションID

・クライアントシークレット値

・送信者のメールアドレス

Migrationを選択すると、以下のような確認画面が
表示され、「確認する」を選択すると、概ね１分程
度で移行が完了します。
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